
津南

秋山郷
村
栄

越後川口 I.C

六日町 I.C

塩沢・石打 I.C

越後湯沢 I.C

練馬 I.C
藤岡 I.C

豊田・
飯山 I.C

小諸 I.C

越後湯沢

高崎

長野

津南

上信越自動車道

長野新幹線

上越新幹線

更埴 JCT

JR 飯山線

関越自動車道

長岡

R353
R253

R117

越後川口 I.C

六日町 I.C

塩沢・石打 I.C

越後湯沢 I.C

練馬 I.C
藤岡 I.C

豊田・
飯山 I.C

小諸 I.C

越後湯沢

高崎

長野

津南

上信越自動車道

長野新幹線

上越新幹線

更埴 JCT

JR 飯山線

関越自動車道

長岡

R353
R253

R117

上越 I.C 北陸自動車道 長岡 JCT上越 I.C 北陸自動車道 長岡 JCT

東京

で
車
お

・・
・

で
車
電

・・
・

東京から→
関越自動車道、塩沢・石打ＩＣよりＲ353 号を十二峠経由し、山崎
交差点を津南方面へ左折、Ｒ117 号を直進 35 分津南へ。大割野交
差点を左折、Ｒ405 号を直進秋山郷へ。

大阪から→
名神自動車道、小牧 JCT⇒中央自動車道、岡谷 JCT⇒長野自動車道、
更埴 JCT⇒上信越自動車道、豊田・飯山ＩＣよりＲ117 号を津南・
十日町方面へ 50 分津南へ。大割野交差点を右折、Ｒ405 号を直進
秋山郷へ。

大阪から→
東海道新幹線、東京駅乗り換え。上越新幹線、越後湯沢駅下車。
森宮野原行きバスに乗り津南下車。和山温泉又は小赤沢行きバス
に乗り秋山郷へ。

※森宮野原行きバスや和山温泉・小赤沢行きバスは、運行本数が非常に
　少ないため、時刻など事前確認が必要です。

東京から→
上越新幹線、越後湯沢駅下車。森宮野原行きバスに乗り津南町役
場前下車。和山温泉又は小赤沢行きバスに乗り秋山郷へ。

※森宮野原行きバスや和山温泉・小赤沢行きバスは、運行本数が非常に
　少ないため、時刻など事前確認が必要です。
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H

川  津  屋
かたくりの宿
萌木の里

秋  山  館
丸  山  荘
苗  場  荘
出  口  屋
光  栄  荘
中  津  荘
えーのかみ
秀  清  館
かじか荘
もっきりや
牧之の宿
のよさの里キャンプ場
郷  の  家
和  山  荘
鳥  甲  荘
佐久間荘
雄  山  荘
ヒュッテひだまり
栃川高原キャンプ場
雄  川  閣
切明リバーサイドハウス
雪あかり

逆巻（温泉宿）767-2001
結東（温泉宿）767-2377
結東（温泉宿）767-2000

小赤沢（宿）767-2105
小赤沢（宿）767-2132
小赤沢（宿）767-2136
小赤沢（宿）767-2146
小赤沢（宿）767-2147
小赤沢（宿）767-2161
小赤沢（宿）767-2119

屋敷（温泉宿）767-2168
屋敷（温泉宿）767-2169
屋敷（宿）090-5419-9606
上野原（温泉宿）767-2345
上野原（キャンプ場）767-2345
上野原（宿）767-2220
和山（宿）767-2241
和山（宿）767-2249
和山（宿）767-2247
和山（宿）767-2250

栃川高原（温泉宿）767-2262
栃川高原（キャンプ場）767-2262
切明（温泉宿）767-2252
切明（温泉宿）767-2253
切明（温泉宿）767-2255

おみやげのたかはし
わ  ら  び
したみちや
久  田  里
蜂蜜の生蜂園
へいけ茶屋
山源木工

秋山郷総合センター「とねんぼ」
楽  養  館
釜めしどん
秋山郷ゆきぐに
白樺食堂
山口屋商店
北信生コン秋山給油所
秋山なめこ本舗
福原商店
栄村山菜生産組合
秋山郷保存民家
みずとや食堂
資  料  館

見玉（お土産）765-3928
見玉（お土産）765-3816
逆巻（お土産）767-2007

結東（手打ちそば：要予約）767-2023
前倉（蜂蜜の生産・直売）767-2065
大赤沢（食堂・お土産）767-2266

大赤沢（伝統木工芸品・お土産・食堂）767-2091

小赤沢（観光案内所・民俗資料室）767-2202
小赤沢（日帰り温泉・食堂・お土産）767-2297

小赤沢（食堂・お土産）767-2210
小赤沢（お土産）767-2126
小赤沢（お土産）767-2162
小赤沢（商店）767-2113

小赤沢（スタンド）767-2158
小赤沢（お土産）767-2128
小赤沢（商店）767-2154

小赤沢（お土産）767-2152
小赤沢（民俗資料館）767-2202

屋敷（豆腐の製造・販売）767-2325
屋敷（民俗資料館）767-2192

（
番
局
外
市

0
2
5
）

（
番
局
外
市

0
2
5
）

津南町 津南町観光協会　765-5585問

栄　村 秋山郷観光協会　767-2202問

津南町 津南町観光協会　765-5585問

栄　村 秋山郷観光協会　767-2202問

-

 
 

越後・信州

秋山郷へのアクセスマップ

--- 遊歩道・登山道

大秋山（おおあきやま）

見玉

穴藤

逆巻

清水川原

大赤沢

甘酒村跡

大秋山村跡

矢櫃村跡

屋敷

小赤沢

上ノ原

結東

見倉

前倉橋

切明

苗場山

霧ノ塔 小松原湿原

和山

前倉

見　倉  （みくら）
【
現
・
４
　】
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と
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光
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木
の
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。
い

。
い
な
き
飽
見
も
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い
て
見
で
ま
つ
い
、
い
奪
を
目
で
ま
下
川

秋山記行では

【
現
・
54
　】
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時
28
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を
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の
栃
な
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、
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供
子
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動
の
足
手
。
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ま
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ら
か
月
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暦
旧
。
く
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い
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し
出
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。
い
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ぜ
混
々
少
を
豆
小
、
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や
粟

、
盆
お
の
木
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板
の
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、
鍬
木
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鉢
木
、
マ
ゴ
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、
粟
、
は
の
も
る
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。
る
あ
で
ど
な
縄
だ
ん
あ
で
木
の
科
、
茸
た
し
干
は
に
秋

秋山記行では

【
現
・
25

当

　】
戸

時
29

剥
に
年
前
を
皮
の
木
大
。
戸

す
倒
り
切
に
緒
一
と
草
は
木
な
さ
小
年
の
次
、
ぎ

。

30

々
所
と
る
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つ
を
火
ら
た
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が
天
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て
し
ど
ほ
日

の
次
、
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は
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の
そ
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が
岩
の
小
大
に

。
る
作
る
わ
が
る
わ
か
を
稗
は
年
翌
の
そ
、
粟
は
年

秋山記行では 秋山記行では
穴　藤  （けっとう）清水川原（しみずがわら） 逆 巻 （さかさまき）結 東 （けっとう）

秋山記行では
車で 10 分
( 約 0.5km)

切　明  （きりあけ） 和　山  （わやま）

。
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湯
秘
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最

湯
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郷
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。
る
き
で
が
と
こ

高
川
栃
、
れ
か
ひ
が
泉
温
に
も
と
宿
民
、
館
旅
。
泉
温
山
和

に
前
の
眼

の
力
迫
大

が
山
甲
鳥
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え
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郷

イ
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絶
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屋　敷  （やしき）

天明 3 年
滅亡

小赤沢（こあかさわ）

小
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史
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た
き
生
に
も
と
と
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豪

、
と
く
歩
程
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ぬ
を
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赤
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敷
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量
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は
泉
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郷
山
秋
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泉
温
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散
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必
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資
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し
示
展
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山
秋
大
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び
滅
で
餓
飢

岩
壁
絶
の
理
節
状
柱
や
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厳
の
然
自
で
」
岩
布
「

る
す
に
り
た
当
の
目
を
さ

。
る
来
出
も
事

日
一
月
六
年
例
。
沢
赤
小
る
す
存
現
が
家
原

苗
は
に

・
場
鳥

・
甲

行
が
き
開
山
の
山
流
武
佐

の
村
。
る
あ
も
で
口
山
登
の
山
場
苗
、
れ
わ

、
木
大
の
ミ
ユ
マ
ト
モ
ユ
、
る
あ
で
財
化
文

ろ
こ
ど
見
の
ど
な
家
民
存
保
、
堂
子
太
駒
黒

案
光
観
合
総
は
ず
ま
、
が
る
有
も

秋
、
る
き
で
が
学
見
室
料
資
や
内

。
い
よ
と
る
ね
尋
を
」
ぼ 矢  櫃  （やびつ）

天明 4 年
滅亡 甘  酒  （あまさけ）

天保 7 年
滅亡

上 ノ 原（うえのはら）

万
変
千

景
の
化

酔
に
観

れ
し
い

上
。
る

、
は
ら
か
原
野

つ
立
え
び
そ姿

雄
の
山
甲
鳥
な
峻
急

と
こ
る
見
を

き
で
が

。
る

山
甲
鳥

う
よ
た
げ
広
を
羽
な
き
大
が
鷹
、
は

わ
さ
ふ
に
ぶ
呼
と
山
名
に
さ
ま
、
な

は
様
る
え
変
を
姿
の
そ

も
て
見
つ
い

。
い
な
は
と
こ
る
き
飽

前　倉  （まえくら）

大 赤 沢 （おおあかさわ）

見玉

見玉不動尊

穴藤

逆巻

大赤沢

甘酒村跡

大秋山村跡

矢櫃村跡

高倉山

鳥甲山

屋敷

小赤沢

結東

見倉

前倉橋

切明

苗場山

苗場山
山頂

霧ノ塔 小松原湿原

イラスト：中沢英正

下ノ田代

中ノ田代

和山

前倉

● 石垣田トレッキングコース（約 1 時間）

猿飛橋 逆巻温泉 石垣田 かたくりの宿

A

約 10分 約 30 分 約 20 分

● 苗場山（小赤沢コース）

3合目登山口

苗場山 山頂

5 合目 8 合目

3合目登山口 5 合目 8 合目

E

約 1時間 20 分 約 1時間 30 分

約 1時間

約 50分

● 萌木トレッキングコース（約 1 時間）

萌木の里 萌木の里ブナ林

B ●出会い坂トレッキングコース（往復約1 時間 30 分）C

往復約 90分（急な上り坂）

約 1時間 約 1時間

● 苗場山（大赤沢コース）

1合目登山口

苗場山 山頂

秋山郷のシンボル苗場山
（標高 2145ｍ：日本百名山）

長野県と新潟県の県境にまたがる

どっしりとした量感の雄大な山。

約４00 ヘクタールにおよぶ大湿原には、

大小無数の池塘が水をたたえ、

ワタスゲ・チングルマ・

コバイケイソウ・

ドウダンツツジ・

シャクナゲなどの可憐な高山植物が迎えてくれます。

夏でも雪が残る鳥甲山
（標高 2037ｍ：日本二百名山）

第二の谷川岳ともいわれ、

岩壁は荒々しく険しく、

人を寄せつけない

ような荘厳さに

満ちています。

7合目猿面峰

中ノ田代分岐

1合目登山口

F

約 1.5 時間 約 3時間

約 2時間
30 分

約 2時間

約 1時間 約 2時間

●苗場山（小赤沢〜苗場山〜霧ノ塔〜小松原湿原〜見倉コース）

3合目登山口 苗場山 山頂

風穴駐車場小松原避難小屋

6合目 8合目

雷清水

金城山

G

約 1時間20 分 約 1時間30 分

約 1時間30 分 約 1時間30 分

約 1時間

約40 分

約 1時間約 20 分 約 20 分
約 40分

約 30 分

約 30 分

祓川コース分岐 神楽ヶ峰霧ノ塔

約 20分約 30 分

● 見倉トレッキングコース（片道約1時間40分）D

約 35分
（急な上り坂）

約 15分

かたくりの宿かたくりの宿かたくりの宿 見倉集落見倉橋頂 上 栃　林 風  穴

約3時間 約2時間

● 鳥甲山（和山温泉〜鳥甲山〜屋敷温泉）H

約 1時間

約 3時間 40 分約 10 分

和山温泉

鳥甲山 山頂 屋敷温泉

白くら  

日陰山

切明河原温泉

雪の鳥甲山 天池の紅葉 紅葉の布岩 苗場山山頂紅葉
跡
村
山
秋
大

鳥甲山全景 さくら

初春の苗場山

葉
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の
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中
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落
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潟
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大
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滝
の
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蛇
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の
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野
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に
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。
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望
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五
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赤
る
か
架

紅
。
る
あ
で
的

の
こ
節
季
の
葉

渓
る
観
ら
か
橋

あ
で
景
絶
は
谷

。
る

紅葉の蛇淵の滝

紅葉の前倉橋

苗場山と前倉集落

石垣田

見倉橋

大
。
人
五
十
・
戸
五
前
亡
滅

と
元
大
の
郷
山
秋
は
村
山
秋

で
村
た
い
て
れ
ら
え
伝
い
言

政
文
た
れ
訪
が
之
牧
、
り
あ

卯
、
前
年
六
十
四
の
年
一
十

作
凶
大
の
年

、
し
村
廃
で

ん
偲
を
時
往

は
之
牧
、
で

を
い
想
の
そ

て
せ
載
に
筆

。
る
い

に
き
と
た
れ
訪
が
之
牧
木
鈴

の
婆
老
の
し
ら
暮
人
一
、
は

明
天
が
村
山
秋
大
は
婆
老

て
べ
す
で
饉
飢
大
の
年
三

に
村
廃
、
し
に
死
え
飢
が

れ
訪
が
之
牧
（、
し
か
し

に
年
七
保
天
）
後
年
十
た

廃
で
饉
飢
も
村
の
こ
、
は

。
る
な
と
村

治
明
。
人
四
・
戸
二
前
亡
滅

た
れ
訪
を
村
櫃
矢
に
期
末

※

」
津
藪
「
時
当
『、
は
存
林
小

は
名
地
た
い
て
れ
さ
記
表
の

背
を
櫃
矢
が
人
数
士
武
た

』
だ
来
由
の
名
地
が
と
こ
た

を
談
の
郎
次
慶
村
上
う
い
と

。
る
い
て
し
介
紹

【
現
・
７

。
明
不
数
戸
の
時
当

　】
戸

、
し
過
通
を
原
川
水
清
は
之
牧
木
鈴

。
く
付
に
路
帰
で
い
思
る
れ
か
引
を
髪
ろ
後
ら
が
な
め
眺
で
目
横

秋山記行では

【
現
・
３
　】
戸

。
る
い
て
し
浸
を
実
の
栃
に
桶
な
き
大
る
入
も
斗

。
る
あ
て
べ
並
て
し
干
を
稗
や
粟
、
は
に
り
周
の
家

秋山記行では
【
現
・
５
　】
戸

と
る
い
て
し
々
広
が
畑
の
山
け
だ
く
近
の
村
。
戸
５
時
当

た
出
に
ろ
こ

。

た
ま
本
１
が
木
大
の
木
朽
、
に
中
の
野
茅
の
り
限
す
渡
見

。
る
あ
で
情
風
な
う
よ
の
か
る
い
て
て
立
を
柱
帆
、
ち
立
え
聳
く
高
と
本
１

秋山記行では
【
現・35

当
　】
戸

時
19

。
戸

。
う
い
と
山
持
の
敷
屋
の
こ
は）
山
甲
鳥
（山
倉
赤

石
る
あ
ど
ほ
え
抱
三
は
下
、
り
尖
ど
ほ
く
行
へ
先
、
山
霊
の
一
第
山
秋
の
こ

秋山記行では

【
現
・
13

】
戸　
当
時
13

。
戸

どべ
食
、
は
山
秋
も
こ
し
か
も
こ

。
い
多
り
よ
里
も
物
み
飲
も
物

秋山記行では
【
現
・

設
施
３

】　

軒
１
設
施
泉
温
時
当

。
１

作
箕
頃
年
８
０
８

村

村
栄
県
野
長
（

）
嶋
の

。
く
開
を
）
明
切
（
村
本
湯
が
門
衛
左
三
田

秋山記行では

【
現
・
４
　】
戸

木
は
に
り
辺
の
家
。
戸
３
時
当

の
月
九
。
る
い
て
し
に
畑
て
べ
す
く
な
も
茅
も

る
い
て
出
が
岩
の
小
大
に
々
所
は
に
畑
、
し
く

。
る
あ
で
け
だ

秋山記行では

【
現
・
８
　】
戸

、
し
渡
け
掛
に
岩
の
岸
両
、
本
２
を
木
い
長
も
と
何
、
は

。

秋山記行では

【
現
・
19
　】
戸

、

だ
と
こ
た

。
年
（

齢
80

話
た
い
聞
に
翁
の
り
知
物
の
歳

）

景
村
農
本
日

選
に
選
百
観

石
「
た
れ
ば

と
と
」
田
垣

女
男
、
に
も

通
で
人
二
が

と
る
れ
ば
結
は
人
二
の
そ
と
る

い
会
出
「
る
あ
の
説
伝
う
い

〇
五
橋
の
潟
新
。
る
あ
が
」
坂

ば
選
に
選

見
「
た
れ

を
東
結
と
倉
見
も
昔
も
今
は
」
橋
倉

。
る
あ
で
橋
の
活
生
な
重
貴
ぶ
結

至 大場

苗場山
山頂 三合目

※現＝２００７年４月現在の戸数。

※見玉集落は、秋山郷の入り口としてこのパンフレット
　に記載。

玉
見
（」
尊
動
不
玉
見
「

の
宗
台
天
）
院
宝
正
山

叡
比
は
山
本
、
で
寺
お

不
・
尊
本
。
寺
暦
延
山

に
特
に
病
眼
は
王
明
動

ら
か
昔
、
り
あ
が
験
霊

病
眼
の
く
多

話
逸
の
癒
治

。
る

清らかな水

見玉不動尊
土
お

産…

」
び
ら
わ
「」
し
は
か
た
「

施
泊
宿

設…

土
お
　
　」
屋
津
川
「

産…

」
や
ち
み
た
し
「

そ
ち
打
手

ば(

約
予
要

)…

」
里
田
久
「

施
泊
宿

設…

」
里
の
木
萌
「」
宿
の
り
く
た
か
「

土
お
・
堂
食

産…

」
屋
茶
け
い
へ
「
土
お
・
堂
食
・
芸
工
木

産…

」
工
木
源
山
「

販
産
生
蜜
蜂

売…

」
園
蜂
生
「

見　玉 （みだま）

中ノ平 （なかのだいら）

【
現・35

当

　】
戸

時
34

。
戸

、
り
お
が
人
行
孝
親
に
光
日
「

い
な
に
他
は
動
不
玉
見
、
時
た
れ
ぶ
つ
が
眼
両
の
親
父

詣
参
へ
地
の
こ
、
き
聞
え
伝
と
だ
様
仏
い
し
ら
晴
素

。

17
日

り
祈
て
し
を
食
断
の

、

秋山記行では

【
現
・
０
　】
戸

。
戸
２
時
当

が
粟
は
に
畑

い
さ
小
と
の
い
き
大
。
る
い
て
れ
ら
作

よ
の
指
小
は
の
い
さ
小
、
り
あ
が
と
の

猫
は
の
い
き
大
。
る
い
て
出
が
穂
な
う

ろ
い
も
に
粟
。
る
あ
で
う
よ
の
尾
尻
の

至奥志賀至奥志賀

上ノ原

三合目小赤沢コース小赤沢コース

平太郎尾根コース

大赤沢新道

昌次新道

平太郎尾根コース

昌次新道

神楽ヶ峰神楽ヶ峰

至 和田小屋

祓川コース

大赤沢新道

日陰山日陰山

猿面峰猿面峰

布岩布岩

硫黄川硫黄川

蛇淵の滝蛇淵の滝

見倉橋見倉橋

金城山風 穴風 穴中ノ平

猿飛橋猿飛橋

至佐武流山至佐武流山

至 赤湯温泉至 赤湯温泉

  

至 和田小屋

見玉不動尊

屏風岩屏風岩

石垣田

中ノ平

中ノ田代
上ノ田代上ノ田代

小松原避難小屋小松原避難小屋

3 合目

3 合目

猿面峰

約 40分

（注）登山コースの所要時間は大まかな目安です。登山の際は市販の登山地図等を参考にして下さい。

至大割野
（R117）

Ｒ405Ｒ405

※

林
小

存(

ろ
が
な
し
や
ば
こ

う)

り
あ
で
者
始
創
の
会
学

、

ン
ア
「
衣
の
し
ろ
ぼ
ま

も
で
人
歌
。
た
し
見
発
て
め
初
で
東
結
を
」
ン
ギ

。
る
い
で
ん
詠
を
句
に
時
た
れ
訪
に
山
秋
、
り
あ

当
日
か
る
あ
も
子
か
る
あ
も
女
に
里
の
戸
五
「　

」
す
干
の
も
き
赤
に
軒
る
た

協力：山本清氏（小千谷市）　野島出版　鈴木牧之記念館（南魚沼市）
　　　栄村役場産業建設課　秋山郷観光協会　栄村観光協会　　　

出典：野島出版刊『秋山記行』『北越雪譜』『苗場山記行』
　　　農村文化協会刊『江戸時代人づくり風土記』

参考：信濃教育会出版部発行『秋山記行』

清水川原

和山登山口

屋敷登山口

金城山

石垣田

秋山記行では

ハ
グ
ロ
、
く
な
は
家
民
は
在
現

て
れ
ら
て
建
が
屋
小
山
や
ス
ウ

、
は
林
バ
カ
ラ
シ
の
辺
周。
る
い

。
か
う
ろ
あ
で
残
名
の
畑

者
始
創
の
会
学
俗
民
県
潟
新

対
ら
か
倉
前
、
は
」
存
林
小
「

み
望
を
岸

子
か
る
あ
も
女
に
里
の
戸
五
「

き
赤
に
軒
る
た
当
日
か
る
あ
も

。
だ
ん
詠
を
句
の
」
す
干
の
も

）
置
設
に
倉
見
は
碑
句
（


